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　岡正盛さん

　崎ノ山集落は、２月末現在14世帯

30人、役場本庁から車で約10分にあ

る国道33号沿いの集落です。

　「崎ノ山」という地名は、仁淀川と

中津川の合流点の左側に突き出た山

の崎（端）に位置する所であるところ

から、つけられたものと推定されて

います。

天神社
　崎ノ山集落の氏神。住民により

大切に祭られています。集落の上

部、歩いて約20分のところにあり

ます。

崎ノ山

集落見聞録
（第42回）

さ き や ま

３３
号
沿
い 

人
も
気
候
も
あ
た
た
か
い
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
　
岡
正
盛
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
岡
さ
ん
が
青
年
学
校
※

の

学
生（
当
時
十
七
歳
）だ
っ
た
戦

時
中
に
集
落
の
若
者
と
と
も
に

徴
用
さ
れ
、九
州
の
炭
鉱（
福
岡

県
・
大
牟
田
炭
鉱
な
ど
）で
三
年

程
働
い
た
そ
う
で
す
。

　
終
戦
後（
昭
和
二
十
年
以
降
）

の
崎
ノ
山
集
落
の
暮
ら
し
ぶ
り

は
、
県
外
に
出
稼
ぎ
に
出
て
一

家
の
生
計
を
立
て
る
男
性
が
ほ

と
ん
ど
で
、
　
岡
さ
ん
も
十
年

以
上
県
外
各
地
で
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
小
夏
な

ど
の
柑
橘
類
を
集
落
北
側
の
山

に
植
え
、
果
樹
を
栽
培
す
る
農

家
が
増
え
ま
し
た
。
気
候
が
温

暖
で
日
当
り
の
良
い
斜
面
が
生

育
に
適
し
て
い
る
こ
と
で
味
も

良
く
、
現
在
で
も
崎
ノ
山
で
育

て
ら
れ
た
小
夏
や
文
旦
が
、
仁

淀
川
町
の
特
産
物
の
一
つ
と
し

て
町
外
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
青
年
時
代
の
楽
し
み
は
、
名

野
川
で
行
わ
れ
る
祭
り
や
若
者

の
集
ま
り
に
参
加
す
る
こ
と
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
集
落
の
恒
例
行
事
は
「
天
神

社
」
で
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い

る
神
祭
で
す
。
天
神
社
は
急
な

山
道
を
二
十
分
ほ
ど
上
っ
た
所

に
あ
る
た
め
、
だ
ん
だ
ん
と
高

齢
者
の
参
加
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
　
岡
さ
ん
は
最
後
に
集
落
に

つ
い
て
「
日
当
り
と
交
通
の
便

が
良
い
。
世
帯
も
少
な
い
の
で

隣
近
所
が
皆
仲
良
く
助
け
合
っ

て
生
活
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

崎ノ山谷集落

崎ノ山の樹園地

※
青
年
学
校
…
昭
和
十
年
に
公

布
さ
れ
た
青
年
学
校
令
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
教
育
機
関
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清流市生産者組合に加入しませんか？

家庭菜園で副収入を

２
月
12
日
　
池
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
清
流
市

生
産
者
組
合
」
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
農
家
や
関

係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
よ
り
、
仁
淀

川
町
の
家
庭
菜
園
、
小
規
模

農
家
の
畑
で
採
れ
た
余
剰
野

菜
や
山
菜
な
ど
を
販
売
す
る

生
産
者
市
「
清
流
市
」
が
、

高
知
市
の
ナ
ン
コ
ク
ス
ー
パ

ー
二
店
舗
（
高
須
店
、
下
知

店
）
で
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
清
流
市
は
、
産
地
が
仁
淀

川
町
で
、
生
産
者
が
明
確
と

い
う
安
心
感
か
ら
、
多
く
の

消
費
者
に
利
用
さ
れ
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
生
産
者
の

方
々
に
も
「
今
ま
で
捨
て
た

り
、
人
に
あ
げ
て
い
た
も
の

が
小
遣
い
に
な
る
」
と
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
設
立
し
た
「
清
流
市

生
産
者
組
合
」
の
活
動
は
、

通
年
安
定
出
荷
す
る
た
め
の

作
付
け
情
報
や
、
同
じ
品
目

が
重
な
り
出
荷
調
整
が
必
要

と
な
っ
た
時
の
た
め
の
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
や
携
帯
メ
ー
ル
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、

売
り
場
に
新
設
す
る
冷
蔵
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
で
加
工
品
の
販
売
（
味

噌
、
豆
腐
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
）
、

新
し
い
加
工
品
の
開
発
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
多
く
の
方
に
「
清
流
市

生
産
者
組
合
」
に
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
店
頭
対
面
販
売
な
ど
に
よ
り
、

仁
淀
川
町
の
お
い
し
い
物
を
ど
ん
ど

ん
紹
介
し
販
売
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
　
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
清
流
市
生
産
者
組
合
事
務
局

 

（
（
株
）
フ
ー
ド
プ
ラ
ン
内
）
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０
・
２
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４
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２月 25 日　高知県庁でアサヒビール株式会社

「四国の水・森に感謝」寄付受入式が行われ、ア

サヒビール株式会社高知支社の加藤貴之支社

長から「仁淀川の緑と清流を再生する会（奥田

英雄会長）」に寄付金の目録が贈呈されました。

 「四国の水・森に感謝キャンペーン」期間中、

対象商品の売上げの一部（１本１円）を四国四

県の環境保全活動に取り組む団体に寄付すると

いうもので、高知県では本町の「仁淀川の緑と

清流を再生する会」が選定されています。

　同会ではこの寄付金を基に、川の清掃活動、

安居渓谷へのヒマラヤ桜植樹など、様々な清

流・環境保全活動に取り組んでいます。

設
立
総
会
の
様
子

仁淀川水質保全活動を支援！ 対象商品１本１円を寄付〈アサヒビール〉

右
か
ら
尾
﨑
知
事
、

加
藤
支
社
長
、
奥
田
会
長
、

片
岡
副
町
長

　
織
合
橋

－

大
崎
線
を
走
る
町

民
バ
ス
が
、
三
月
八
日
よ
り
新

し
い
車
両
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
は
地
域
の
大
事
な

移
動
手
段
で
す
。
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

町
民
バ
ス（
織
合
橋
ー

大
崎
線
）が
新
し
く
な

り
ま
し
た

長い間ご苦労様

でした…
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